
- 1 -

掛川市教育委員会定例会会議録
教育委員会事務局

会議の名称 平成25年８月掛川市教育委員会定例会

場 所 教育委員会室 作 成 者 教育委員会教育政策室 富田正昭

開 催 日 時 平成25年８月22日(木) 午後３時30分から午後５時15分まで

作 成 日 時 平成25年８月30日(金) 次回開催日 平成25年９月30日(月)

資 料 下記会議次第及び別紙添付資料のとおり

出 席 者
委員長 小野惠美子 学務課長 中根純一
委員長職務代理者 松下一徳 学校教育課長 佐藤嘉晃
教育委員 山本和子 幼児教育課長 松浦 充
教育委員 永田孝明 社会教育課長 松本一男
教育長 浅井正人 図書館長 大石弘美
教育次長 平出行良 教育政策室長 平野功一

教育政策室指導主事 豊田彰規
教育政策室教育企画係長 富田正昭
教育政策室教育企画係 片山能志晴

【会議次第】

１ 開会

２ ７月教育委員会定例会会議録の承認について

３ 教育長の報告

４ 協議事項

(1) 掛川市教育委員会の事務に関する自己点検・評価報告書について

(2) 通学区域に関する規則の一部を改正する規則について

５ 報告事項

(1) 「よりよい教育のための円卓熟議」について

(2) ９月市議会定例会日程について

(3) 教育委員会９月補正予算（案）について

(4) 平成24年度教育委員会決算審査結果について

(5) かけがわイングリッシュイマージョンキャンプ等実施報告について

(6) 中体連大会の結果報告について

(7) 掛川市内小中学校のあらわれについて

(8) 平成26年度待機児童解消対策(案)について

(9) 国史跡横須賀城跡指定地の公有化について

(10) 教育委員会主要事務事業について

６ その他

(1) 掛川市スポーツ大会出場報奨金制度について

(2) 次回定例会の日程等について

７ 閉 会

【議決次第】

(1) 掛川市教育委員会の事務に関する自己点検・評価報告書について
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教育政策室から、掛川市教育委員会の事務に関する自己点検・評価報告書について以下

のとおり説明があった。

点検・評価につきましては、対象年度が平成24年度、対象内容につきましては、教育委

員会の活動や教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務についてであります。方法

につきましては､静岡大学教育学部の山崎保寿教授を委員長とする外部識者４名で組織され

た評価委員会により､検討を行いました｡今年度は、第１回評価委員会を６月５日に、第２

回を７月31日に開催し、資料５項から11項の教育委員会の活動等４項目について24年度の

実績に対する点検、評価をいただきました。委員長の総合評価では、「本制度を実施して

５年目となるが､具体的な成果と課題が明らかになり、毎年の改善に結びついている」とい

った評価をいただき、今後の課題としましては、「指摘された具体的な改善事項について

は早急に改善を図ることが必要である｣等のコメントをいただきました。

特に意見はなく、承認された。

(2) 通学区域に関する規則の一部を改正する規則について

学校教育課長から、通学区域に関する規則の一部を改正する規則について以下のとおり

説明があった。

城北小学校の通学区域の中の行政区であります下西郷区が、二つに分轄され、新たに下

西郷西区が誕生したことにともなう改正であります。

特に意見はなく、承認された。

５ 報告事項について

(1) 「よりよい教育のための円卓熟議」について

教育政策室から、「よりよい教育のための円卓熟議」について以下のとおり説明があっ

た。

８月６日に開催されました「よりよい教育のための円卓熟議」について、議事録にまと

めましたので一読いただき確認をお願いします。

(2) ９月市議会定例会日程について

教育次長から、９月市議会定例会日程について以下のとおり説明があった。

会期につきましては、平成25年９月２日から10月１日までの30日間であります。31の議

案が審議されますが､主なものとしましては、一般会計と特別会計の決算、補正予算であり

ます。教育委員会としましては、９月24日に一般会計の決算特別委員会が開催され､平成24

年度１年間の事業について、各課長が説明し、委員の方々から質疑等をいただくこととな

っています。

(3) 教育委員会９月補正予算（案）について

教育次長から、教育委員会９月補正予算（案）について以下のとおり説明があった。

９月補正予算でありますが、歳入の補正予算総額が、27,371千円で内訳としましては、

「幼・小・中緊急地震速報システム導入費」の国庫委託金の減額及び県補助金の追加があ

ります。その他に主なものとしましては、県補助金「保育士等処遇改善臨時特例事業費補

助金」の29,339千円があります。民間の保育所に補助するものであります。歳出につきま

しては、補正予算総額が、39,469千円であります。主なものとしましては、第二小、和田
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岡小の肢体不自由児童用のエレベーター施設実施設計委託料3,400千円でありまして、平成

26年度導入を予定しております。副読本増刷印刷費3,400千円でありますが、これは、「な

るほどなっとく金次郎さん」を8,500冊増刷し、小学3年生から6年生に配付したり、市民に

販売するものであります。「この人に学びたい～掛川の偉人ものがたり～」も7,400冊を増

刷し、中学生全員に配付したり、市民に販売するものであります。歳入でも説明した待機

児童対策「保育士等処遇改善臨時特例事業費補助金」には、29,339千円を計上させていた

だきました。

教育委員長： 平成26年度の第二小、和田岡小の肢体不自由児童用のエレベーターについては、

１機どの程度の経費がかかりますか。

学務課長： １機約3千万円程度かかりまして、平成26年度の夏休みに工事を予定しています。

委員： 仮に肢体不自由児童用のエレベーターが、他の学校で必要になった場合は、該当

校に設置してもらえるのですか。

教育長： 基本的には、拠点となる学校に通学していただくことを勧めていきます。

(4) 平成24年度教育委員会決算審査結果について

教育次長から、平成24年度教育委員会決算審査結果について以下のとおり説明があっ

た。

教育委員会所管課における予算及び事務事業の執行状況につきましては、目的に沿い概

ね適正に執行されていると認められる評価をいただきました。学校給食事業においては、

食材の安全性の確保やアレルギー疾患への対応等に努めること、学校教育等においては、

子どもたちの命を守る防災教育、避難訓練の強化推進に努めること、図書館の特色を活か

した蔵書調整やスポンサー制度の有効活用による図書の充実等に努めることなどの指摘が

ありました。全般的には、委託業務の契約の集約化や競争原理による見積比較の実施に努

めることなどの指摘がありました。今後は、指摘された改善すべき点は、検討の上改善し

ていきたいと考えています。

委員： 図書館の本のスポンサー制度について、具体的に教えていただきたいです。

図書館長： 企業から図書館に雑誌を寄贈していただき、雑誌のカバーに企業名等を掲載でき

る制度でありまして､平成24年度までの実績につきましては､7企業で13冊、年間の金

額は、10万8千円程度でした。

委員： 市民にあまり浸透していないようですので、積極的なPRをお願いします。

図書館長： この制度を開始した当初は、商工会議所を通じて企業にPRしていましたが、今後

は、市のホームページや広報紙、図書館だよりや各種集会時にPRしていきたいと考

えています。

委員： 市で行っているその他のスポンサー制度について、具体的に教えていただきたい

です。
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教育次長： 具体的には、市民課の住民票等の証明発行時に使用する封筒に企業のPRを掲載

し、封筒の費用を負担していただいている例やバナー広告を募集している例があり

ます。また、市民課の窓口付近に設置してありますモニターに、企業の広告を映し

出すことが挙げられます。

(5) かけがわイングリッシュイマージョンキャンプ等実施報告について

学校教育課長から、かけがわイングリッシュイマージョンキャンプ等実施報告について

以下のとおり説明があった。

イングリッシュイマージョンキャンプにつきましては、77名の応募があり、42名が参加

しました。イングリッシュデイトリップにつきましては、38名の応募があり、37名が参加

しました。内容につきましては、泊まりも日帰りもほぼ同じプログラムが組まれ、英語伝

言ゲームやクイズラリー等すべて英語を使った体験型のものでありました。参加した子ど

もたちの感想としましては、英語が好きになった、また参加したいといったものが多く寄

せられました。成果としましては、英語を使った生活を体験することにより、良好な人間

関係を築けたことやコミュニケーションの楽しさを学んだことが挙げられます。課題とし

ましては、夏季のスポーツ大会などのイベントが重なったことや暑さで熱中症対策に苦慮

した点などから、今後は、開催時期の検討をしたいと考えています。

(6) 中体連大会の結果報告について

学校教育課長から、中体連大会の結果報告について以下のとおり説明があった。

平成25年度東海大会・全国大会の結果報告をさせていただきます。栄川中の3年生の松浦

さんは、水泳100m背泳ぎで県大会2位で東海大会に出場し、東海大会でも2位に入賞しまし

た。桜が丘中の3年生の眞田君は、陸上長距離1500mで東海大会に出場し、4位に入賞を果た

しました。団体競技では、大須賀中学校の女子剣道部は、県大会１位で東海大会に出場し、

東海大会では、残念ながら予選で敗退しました。以上であります。

(7) 掛川市内小中学校のあらわれについて

学校教育課長から、掛川市内小中学校のあらわれについて以下のとおり説明があった。

最近の主なトピックでありますが、8月5日に市教育委員会で、中学校総合体育大会東海

大会、全国大会出場選手激励会が開催されました。同日に､小笠教育会館で西中学園化構

想合同研修会が行われ､学区内の区長をはじめ幼保小中の教育関係者等約120名が参加し、

前東京学芸大学学長を務められた鷲山恭彦氏の講演を聴いたり、学園内の活動についての

話し合いが持たれました。

7月中の交通事故、非行問題、不登校、いじめ問題につきまして、発生件数等は､次のと

おりです。交通事故４件、非行等問題行動16件、不登校児童数45人、いじめ問題６件で

大きな問題となるトラブル等は発生しませんでした。

(8) 平成26年度待機児童解消対策(案)について

幼児教育課長から、平成26年度待機児童解消対策(案)について以下のとおり説明があっ

た。

対策の趣旨としましては、平成26年度に国定義での待機児童の解消を図り、子どもを産

み育てやすい環境の整備を図るもであります。対策としては、二つの提案があり、一つ目
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は、市単独の０歳児等入所促進補助金を民間保育所の人件費に対して補助することにより

入所の促進を図り、最大20名の入所を見込むものであります。二つ目は、認可外保育所の

利用促進でありまして、待機児童としてカウントされている児童の保護者に対して、就園

奨励費を増額することにより入所を促進するものであります。また、市の基準を満たす認

可外保育所の名称を仮称「掛川協働保育園」と改め、利用促進を図るとともに園の経営を

支援します。事業効果としましては、最大で30名解消できると見込んでいます。今後、11

月補正や当初予算を要求し、平成26年度4月1日の国定義の待機児童ゼロを目指します。

委員： 認可外保育所就園奨励費補助事業の対象範囲について、教えていただきたいです。

幼児教育課長： 認可外保育所就園奨励費補助事業で対象となる児童は、国定義の待機児童で、

認可保育所の入所要件に該当しても入所できない方に限ります。平成25年度４月

現在で、対象者は12名でありました。

委員： 掛川市の保育園は、生後何ヶ月から預かっていただけるのですか。また、第二子を

母親が出産するときは、預かってもらえないのですか。

幼児教育課長： 園によっても違いがありますが、概ね生後3ヶ月から6ヶ月です。出産までは、預

かりますが、産後は、母親が家で子どもを見れることから、定員の関係もあり、歳

児によっては、保育園では預かることが出来ない場合もあります。

委員： 産後の一番大変な時期で、保育を必要とする時期に、預かってもらえないのであ

れば、保育園を卒園するまでは、第三子を産むことをためらう母親がいると思いま

す。何か良い対策はないものかと思います。

教育次長： 掛川市では、出産後、子育てのために家庭に保護者がいる場合、保育に欠けない

状況と判断し、また親子の時間を大切にしていただきたいという意味で、退園をし

ていただいています。ただし、幼稚園でいう年少クラス以上、３歳以上であれば引

き続き継続入園できます。

本委員： 保育ママの制度や横浜方式のコンシェルジュをうまく活用できないのですか。

幼児教育課長： 保育ママについて関心のある方は、7名ほどいますが、人材育成を図っている状

況で、資格を取得したいとか、定年後に本格的にやりたいという希望者が多く、１

人で３人までしか見れない条件もあります。横浜方式のコンシェルジュにつきまし

ては、掛川市と様々な条件の違いがあります。幼児教育課では、担当及び非常勤職

員２名が、コンシェルジュのような役割を担い、相談に乗っています。

(9) 国史跡横須賀城跡指定地の公有化について

社会教育課長から、国史跡横須賀城跡指定地の公有化について以下のとおり説明があっ

た。

国史跡横須賀城跡指定地につきましては、昭和56年度に国指定史跡となり、昭和57年度か

ら公有化を実施し、平成18年度までの間ほぼ毎年買い上げてきました。平成19年度以降公有
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化が中断しており、旧大須賀町時代に公有化を計画的に進めることを地主に説明してきたこ

と、早期買上げの要望が、毎年のように出されたこともあり、今後、10年間で残りの土地を

公有化していく計画であります。公有化対象面積は、54,247.15㎡で、総事業費は、約9億50

0万円で、財源は、国庫補助金724,121千円、県費補助金60,006千円、一般財源121,027千円

であります。今年度のスケジュールにつきましては、9月に住民への説明会、買上げ希望の

意向調査、土地の鑑定等が予定されています。公有化後の課題につきましては、広大な土地

のため史跡公園整備に時間がかかるため、しばらくの間は、草刈り等維持管理が必要となり、

ボランティア団体の育成や地元住民の協力体制を築く必要があります。

(10) 教育委員会主要事務事業について

教育委員会内各課長から、教育委員会主要事務事業について所管する主要事業の4月から

7月までの実績の説明があった。

６ その他

(1) 掛川市スポーツ大会出場報奨金制度について

社会教育課長から、掛川市スポーツ大会出場報奨金制度について以下のとおり説明があっ

た。

前回7月の定例会において、教育委員長から掛川市のスポーツ大会出場報奨制度について

ご質問がありましたので、説明させていただきます。この制度は、国内または、国外で開催

されるスポーツ大会、全国大会や国際大会に出場することとなった市内に住所のある人、又

は市内の学校に在籍する人を対象にして、わずかな金額でありますが、申請のあった者に対

して、報奨金を出すといった内容になります。

(2）日程等について

➀９月定例会

日 時: ９月３０日(月) 午後３時００分～

開催場所: 市役所南館 教育委員会室

②１０月定例会

日 時: １０月２４日(木) 午後１時３０分～

開催場所: 市役所南館 教育委員会室

③「人づくり構想かけがわ」推進本部会議

日 時: １０月２４日(木) 午後３時３０分～

開催場所: 市役所５階庁議室

④１１月定例会

日 時: １１月２７日(水) 午後１時３０分～

開催場所: 東京女子医大大東キャンパス

⑤１２月定例会

日 時: １２月２６日(木) 午後１時３０分～

開催場所: 未定


